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＜パートナーシップ＞
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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社　優渾

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

私たちは、国連が定めた持続可能な開発目標であるSDGｓの趣旨に賛同します。
義理と人情を大切にし、倫理観と道徳観に立脚し、常に建築技術の向上を目指し、豊かな住環境の提供
を通じて社会に貢献していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

私たちは、地域・お客様から認められ必要とされる企業であるために、協力企業や自治体、金融機関等と
の信頼関係を構築し、持続可能な社会づくりに貢献していきます。

環境

豊かな住環境の提供

太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネ
ルギーを利用した住宅を施工する
施工率（全着工数の割合）
2023年 14.2％ ⇒2026年 70％

社会

経済

社員を重視した取り組み強化
本業で有効な資格取得へのチャレンジ
全社員が建設業関連の有資格者となる
2023年　84 ％ ⇒2026年 100％

社会

経済

環境

環境経営の進化

完成工事高に対する産業廃棄物処
分費の削減に努める
2023年0.41 ％ ⇒2026年
0.35％

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境
太陽光発電・蓄電池などの再生可能エネルギーを
利用した住宅を施工する

太陽光発電・蓄電池などの
再生可能エネルギーを利用
した住宅を施工する
2023年　全着工数の
70％

2023年　14.2％
物価高騰もあり住宅施主様
との建築費用が合わなかっ
た為目標未達となった

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境

完成工事高に対する産業廃棄物処理費の削減に
努める

完成工事高に対する産業廃棄物処理
費の削減に努める
産業廃棄物処理費の割合
2020年 0.35％⇒2023年
0.3％

2023年　0.41％
各現場での産業廃棄物の削減
の呼びかけを行ったが、処分費
用も高騰した為目標未達となっ
た

社会

経済

環境
本業で有効な資格取得へのチャレンジ
全社員が建設業関連の有資格者となる

本業で有効な資格取得へのチャレン
ジ
全社員が建設業関連の有資格者とな
る
2020年 80％⇒2023年 100％

2023年　84％
工期等が厳しい現場が多く、資
格取得の為の時間が取りづら
かった為目標未達となった

社会

経済


